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１　

条
例
制
定
の
背
景
、
審
議
の
経
緯

（
１
）
市
川
市
の
概
要

市
川
市
は
、
千
葉
県
北
西
部
に
位
置
し
、
人
口
約

49
万
人
、
面
積
56
・
39
㎢
で
都
心
か
ら
20
㎞
圏
内
に

あ
り
、
文
教
・
住
宅
都
市
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し

た
。
市
内
に
は
、
都
心
部
と
県
内
各
地
域
を
結
ぶ
広

域
交
通
が
集
中
し
て
お
り
、
七
つ
の
鉄
道
路
線
や
京

葉
道
路
・
湾
岸
道
路
・
国
道
14
号
線
な
ど
の
幹
線
道

路
が
東
西
方
向
に
延
び
、
東
京
外
か
く
環
状
道
路
が

南
北
方
向
に
通
っ
て
い
ま
す
。
市
の
北
部
は
、
梨
栽

培
な
ど
の
農
業
が
盛
ん
で
、
中
央
部
は
古
く
か
ら
の

住
宅
地
が
多
く
、
南
部
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
や
高
層
住

宅
が
建
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
２
）
条
例
制
定
の
背
景

本
市
に
は
、
令
和
３
年
４
月
１
日
現
在
で
２
２
６

の
自
治
会
が
あ
り
、
地
域
の
防
犯
・
防
災
活
動
、
環

境
美
化
活
動
、
広
報
活
動
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
な
ど
そ
の
活
動
範
囲
は
幅
広
く
、
ま
た
市
政
運
営

の
た
め
に
も
欠
か
せ
な
い
存
在
で
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
自
治
会
は
住
民
に
よ
っ
て
自
主
的
に
組
織
さ
れ

た
任
意
団
体
で
あ
り
、設
立
に
法
的
な
根
拠
が
な
く
、

そ
の
加
入
率
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
現
状
の
ま

ま
で
は
、
将
来
、
自
治
会
が
活
動
を
続
け
ら
れ
な
く

な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
本
市
で
は
、

自
治
会
へ
の
加
入
を
促
進
す
る
ア
イ
デ
ィ
ア
を
子
育

て
世
代
の
視
点
か
ら
考
え
る
た

め
、
若
手
職
員
に
よ
る
自
治
会
加

入
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
チ
ー
ム

を
発
足
し
、
提
言
書
と
し
て
ま
と

め
ま
し
た
。
提
言
内
容
を
実
現
し

つ
つ
、
市
が
自
治
会
を
支
援
す
る

根
拠
を
持
つ
こ
と
で
自
治
会
の
加

入
促
進
や
活
動
の
支
援
が
更
に
進
む
も
の
と
考
え
、

条
例
の
制
定
に
至
り
ま
し
た
。

（
３
）
審
議
の
経
緯

条
例
の
制
定
に
あ
た
り
、
骨
子
（
案
）
を
示
し
、

広
く
市
民
の
皆
様
か
ら
意
見
を
募
集
す
る
た
め
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
市
民
か
ら

の
意
見
に
は
「
行
政
と
自
治
会
が
目
的
を
共
有
し
て

行
動
す
れ
ば
、
会
員
の
増
加
が
期
待
で
き
る
」、「
条

例
が
成
立
す
れ
ば
、会
員
の
勧
誘
が
し
や
す
く
な
る
」

等
の
賛
成
の
意
見
を
多
数
頂
き
、
自
治
会
等
の
役
割

の
部
分
で
は
「
市
の
施
策
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
る

も
の
と
す
る
」
と
の
箇
所
を
「
現
状
で
も
自
治
会
は

様
々
な
面
で
市
に
協
力
を
し
て
い
る
」
と
い
う
意
見

を
反
映
し
、
敢
え
て
条
文
化
し
な
い
こ
と
と
し
ま
し

た
。２　

条
例
の
内
容
・
特
徴

（
１
）
条
例
名

一
方
的
な
関
係
で
は
な
く
、
対
等
な
立
場
に
立
つ

【条例制定の事例】

千葉県市川市
市川市自治会等を応援する条例
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　「市川市自治会等を応援する条例」では、自治会の重要性を示し、市民の自治会へ
の加入及び自治会活動への参加を促進するため市民、市などが努めるべき役割が定め
られている。安全で安心な住みよい地域社会の形成がその目的である。条例の特徴や
条例に基づいた取組を紹介する。

市川市市民部 
地域振興課
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と
い
う
意
味
を
込
め
て
支
援
で
は
な
く
「
応
援
」
と

い
う
言
葉
を
用
い
て
い
ま
す
。

（
２
）
目
的

自
治
会
の
重
要
性
を
示
し
、
市
民
の
自
治
会
へ
の

加
入
及
び
自
治
会
活
動
へ
の
参
加
を
促
進
す
る
た
め

市
民
、
自
治
会
等
、
事
業
者
、
市
な
ど
が
努
め
る
べ

き
役
割
を
定
め
、
安
全
で
安
心
な
住
み
よ
い
地
域
社

会
の
形
成
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

（
３
）
基
本
理
念

市
民
の
価
値
観
及
び
自
主
性
や
自
治
会
等
の
自
立

性
及
び
地
域
性
の
尊
重
を
基
本
理
念
と
し
て
い
ま
す
。

（
４
）
特
徴

①
自
治
会
が
市
の
協
働
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
こ
と

を
示
す
。

自
治
会
は
地
域
の
防
犯
・
防
災
活
動
、
環
境
美
化

活
動
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
行
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
住
民
の
生
活
向
上
と
地
域
の
発
展
に
寄
与

し
、
ま
た
市
の
事
業
を
行
う
上
で
も
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
す
。
こ
の
自
治
会
の
重
要
性
を
条
例

と
い
う
「
カ
タ
チ
」
で
内
外
に
示
し
て
い
ま
す
。

②
市
民
の
自
治
会
へ
の
加
入
及
び
活
動
の
参
加
を
促

進
す
る
。

市
民
の
多
様
な
価
値
観
及
び
自
主
性
を
尊
重
す
る

基
本
理
念
の
下
、
自
治
会
へ
の
加
入
や
活
動
へ
の
参

加
に
努
め
る
よ
う
促
し
て
い
ま
す
。

③
市
民
、
自
治
会
等
、
市
、
事
業
者
な
ど
の
連
携
、

協
働
に
よ
り
、
安
全
で
安
心
な
住
み
よ
い
地
域
社

会
を
形
成
す
る
。

市
民
、
自
治
会
等
、
事
業
者
及
び
地
域
で
活
動
す

る
関
連
団
体
は
、
互
い
に
連
携
し
て
、
自
治
会
活
動

へ
の
参
加
を
市
民
に
促
し
、
加
入
率
の
減
少
に
歯
止

め
を
か
け
、
安
全
で
安
心
し
て
、
快
適
に
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
地
域
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

④
市
民
、
自
治
会
等
、
市
、
事
業
者
な
ど
の
役
割
を

明
確
に
す
る
。

自
治
会
等
の
役
割
の
ほ
か
、
市
民
、
事
業
者
、
住

宅
関
連
事
業
者
、
関
係
団
体
、
市
の
役
割
も
規
定
し
、

こ
れ
ら
の
主
体
が
自
治
会
活
動
に
協
力
す
る
よ
う
努

め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

〇
市
民
の
役
割

市
民
の
多
様
な
価
値
観
及
び
自
立
性
を
尊
重
し
つ

つ
、
自
治
会
の
重
要
性
を
理
解
い
た
だ
き
、
自
治
会

へ
の
加
入
及
び
自
治
会
活
動
へ
の
参
加
に
つ
い
て
規

定
し
て
い
ま
す
。

〇
自
治
会
等
の
役
割

自
治
会
が
現
に
行
っ
て
い
る
防
犯
活
動
や
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
、
地
域
福
祉
活
動
等
を
確
認
的
に

規
定
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
運
営
の
透
明
性
を
図
る

と
い
う
内
容
を
規
定
し
て
い
ま
す
。

〇
市
の
役
割

市
の
役
割
と
し
て
は
、
財
政
上
の
措
置
や
広
報
啓

発
活
動
、
人
材
育
成
の
ほ
か
に
、
職
員
が
自
治
会
活

動
に
参
加
す
る
際
の
協
力
体
制
づ
く
り
等
が
あ
り
ま

す
。

〇
事
業
者
の
役
割

事
業
者
に
お
い
て
も
、
そ
の
地
域
の
自
治
会
へ
の

参
加
を
促
し
、
店
舗
の
掲
示
板
や
事
務
所
の
窓
口
の

掲
示
板
に
加
入
促
進
の
た
め
の
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し

て
も
ら
う
よ
う
依
頼
す
る
な
ど
の
市
の
施
策
に
協
力

す
る
よ
う
努
め
る
旨
、
規
定
し
て
い
ま
す
。

〇
住
宅
関
連
事
業
者
の
役
割

住
宅
関
連
事
業
者
が
入
居
契
約
を
し
た
方
に
、
自

治
会
を
案
内
す
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
、
自
治

会
の
情
報
を
提
供
す
る
も
の
で
千
葉
県
宅
地
建
物
取

引
業
協
会
市
川
支
部
と
の
協
定
を
締
結
し
、
実
施
し

て
い
ま
す
。

〇
そ
の
他
関
係
団
体
の
役
割

今
後
、
高
齢
者
ク
ラ
ブ
や
こ
ど
も
会
等
の
関
係
団

体
と
の
活
動
の
協
力
を
想
定
し
て
い
ま
す
。
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金
」
で
す
。

二
つ
目
は
、
自
治
会
等
の
創
意
工
夫
に
よ
り
、
地

域
を
活
性
化
す
る
効
果
が
期
待
で
き
る
新
し
い
事
業

に
対
し
て
補
助
を
す
る
、「
自
治
会
等
提
案
地
域
活

性
化
事
業
補
助
金
」
で
す
。

令
和
２
年
度
の
実
績
と
し
て
は
、
平
田
町
会
か
ら

提
案
の
あ
っ
た
、「
い
ち
か
わ
・
郷
土
歴
史
表
示
板

の
設
置
」
事
業
が
あ
り
ま
し
た
。

地
域
に
は
、
様
々
な
歴
史
が
存
在
し
ま
す
が
、
住

ん
で
い
る
方
に
も
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
状
況

で
す
。

そ
こ
で
、
平
田
町
会
で
は
、
歴
史
を
知
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
地
域
へ
の
愛
着
や
誇
り
を
今
ま
で
以
上
に

持
っ
て
い
た
だ
け
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
地
元

工
業
高
校
の
生
徒
た
ち
が
作
成
し
た
、
木
製
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
を
中
心
に
縄
文
時
代
か
ら
現
代
ま
で
、
一
本

の
歴
史
の
道
を
表
現
し
た
「
平
田
郷
土
歴
史
板
」
を

令
和
３
年
３
月
に
設
置
し
ま
し
た
。

地
域
の
皆
様
か
ら
は
、「
歴
史
を
知
る
こ
と
が
で

き
て
、
地
域
に
も
愛
着
が
湧
い
た
」
な
ど
の
声
が
町

会
に
寄
せ
ら
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
補
助
金
制
度
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、
自
治

会
の
掲
示
板
設
置
に
対
す
る
補
助
金
の
、
補
助
率
を

２
分
の
１
か
ら
５
分
の
３
に
、
補
助
上
限
額
を

２
万
５
０
０
０
円
か
ら
６
万
円
に
引
き
上
げ
ま
し

た
。こ

の
こ
と
に
よ
り
、
令
和
２
年
度
は
対
前
年
度
か

３　

条
例
に
基
づ
い
た
取
組

（
１
）
財
政
上
の
措
置

令
和
２
年
度
に
自
治
会
に
対
す
る
補
助
制
度
を
２

件
新
設
、
１
件
を
拡
大
し
ま
し
た
。

新
規
に
創
設
し
た
補
助
金
の
一
つ
目
は
、盆
踊
り
・

餅
つ
き
大
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
使
用
す
る
備
品
購

入
費
、
委
託
料
、
使
用
料
及
び
賃
借
料
に
対
し
て
補

助
を
す
る
「
自
治
会
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
支
援
補
助

ら
約
86
％
増
の
設
置
件
数
に
な
り
、
老
朽
化
し
た
掲

示
板
を
新
し
く
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
自
治
会
に
対

し
て
、
大
き
な
支
援
と
な
り
ま
し
た
。

併
せ
て
掲
示
板
修
繕
の
補
助
金
が
新
た
に
加
わ

り
、
33
基
の
修
繕
が
あ
り
ま
し
た
。

（
２
）
広
報
啓
発
活
動

自
治
会
加
入
は
、
転
入
の
時
が
最
良
の
タ
イ
ミ
ン

グ
と
捉
え
、転
入
手
続
を
す
る
市
民
課
等
の
窓
口
や
、

締結式の様子

マグネットポスター（左）とのぼり旗
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住
ま
い
探
し
の
際
に
訪
れ
る
宅
建
協
会
加
盟
店
に
お

い
て
、「
自
治
会
加
入
促
進
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
」
を
配

布
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
自
治
会
加
入
促
進
の
た
め
の
、
の
ぼ
り
旗

を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
全
自
治
会
に
配
布
し
、
庁
舎

に
掲
げ
て
い
る
懸
垂
幕
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
新
た
な
取
組
と
し
て
、
転
入
繁
忙
期
の

４
月
に
、
ミ
ニ
の
ぼ
り
旗
を
市
民
課
窓
口
等
に
設
置

し
た
ほ
か
、
３
月
か
ら
４
月
に
か
け
て
、
マ
グ
ネ
ッ

ト
ポ
ス
タ
ー
を
公
用
車
に
貼
り
、
市
内
を
巡
回
し
ま

し
た
。

（
３
）
人
材
育
成

例
年
２
月
に
は
、
将
来
の
自
治
会
を
担
う
新
た
な

人
材
発
掘
を
目
的
と
し
て
「
地
域
活
動
育
成
塾
」
を

開
催
し
、
講
話
と
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

（
４
）
市
職
員
が
自
治
会
活
動
に
参
加
す
る
際
の
協

力
体
制

市
職
員
も
自
ら
が
居
住
す
る
地
域
の
自
治
会
に
加

入
し
、
自
治
会
活
動
に
参
加
す
る
な
ど
、
自
治
会
の

応
援
に
協
力
す
る
よ
う
、
年
度
始
め
に
全
庁
メ
ー
ル

に
て
周
知
し
、
自
治
会
活
動
に
対
す
る
理
解
と
協
力

体
制
を
取
り
や
す
い
よ
う
な
環
境
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

（
５
）
自
治
会
か
ら
の
意
見
の
収
集
及
び
活
用

市
で
は
、
新
年
度
の
予
算
編
成
に
向
け
、
補
助
金

が
伴
う
要
望
を
把
握
す
る
た
め
、
毎
年
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
自
治
会
の
個
別
の
困
り
ご
と
な
ど
に
つ
い

て
は
、
地
域
振
興
課
が
、
ま
ず
窓
口
と
な
っ
て
相
談

を
受
け
付
け
、
関
係
部
署
と
連
携
し
て
、
解
決
に
つ

な
が
る
よ
う
、
支
援
し
て
い
ま
す
。

４　

今
後
の
課
題
、
展
望

本
市
の
自
治
会
加
入
率
は
、
加
入
世
帯
数
が
ピ
ー

ク
で
あ
っ
た
平
成
25
年
４
月
時
点
で
は
、
62
％
と

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、そ
の
後
ゆ
る
や
か
に
低
下
し
、

令
和
３
年
４
月
時
点
で
は
、
53
・
２
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。

主
な
、
加
入
率
低
下
の
要
因
と
し
て
は
、
自
治
会

加
入
世
帯
の
転
出
、
転
入
世
帯
の
新
規
加
入
が
伸
び

な
い
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

一
方
、
自
治
会
活
動
の
課
題
と
し
て
は
、
一
部
の

自
治
会
で
は
、
若
い
世
代
の
担
い
手
不
足
に
よ
り
、

役
員
の
高
齢
化
が
進
み
、
今
後
、
自
治
会
が
主
体
的

に
実
施
し
て
い
る
お
祭
り
等
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
や
防
犯
活
動
、
防
災
活
動
な
ど
の
様
々
な
活
動

に
、
支
障
が
生
じ
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

ま
す
。

５　

結
び

自
治
会
等
を
応
援
す
る
条
例
が
施
行
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
自
治
会
の
方
々
か
ら
は
、
条
例
の
後
ろ
盾

が
あ
る
こ
と
で
、
自
治
会
加
入
の
勧
誘
が
し
や
す
く

な
っ
た
と
の
声
も
聞
い
て
い
ま
す
。

人
口
の
急
増
と
生
活
圏
の
拡
大
、
物
質
的
な
豊
か

さ
に
よ
っ
て
、
地
域
の
連
帯
感
や
人
間
関
係
が
希
薄

に
な
り
、
自
治
会
の
活
動
に
無
関
心
な
世
帯
が
増
え

た
こ
と
は
否
め
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
近
年
の
余
暇
の
増
加
と
そ
の
活
用
、
高

齢
社
会
に
伴
う
地
域
福
祉
の
増
進
要
請
、
ま
た
東
日

本
大
震
災
等
の
災
害
時
に
お
い
て
自
治
会
が
果
た
し

た
役
割
な
ど
か
ら
、
自
治
会
は
見
直
さ
れ
、
必
要
性

は
確
実
に
増
大
し
て
い
ま
す
。

地
域
で
世
代
に
偏
り
が
な
く
、
協
働
で
き
る
体
制

を
作
り
、
年
齢
性
別
に
関
係
な
く
つ
な
が
り
が
で
き

て
、『
市
川
市
の
こ
の
町
に
住
ん
で
い
て
良
か
っ
た
』

と
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
市
と
し
て
も
全
力
で

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。


